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研究主題

自ら考える力を培うための指導方法の工夫

～個に応じた指導の一層の充実を図るための発問に関する研究と実践～

Ⅰ 主題設定の理由

１ 研究主題について

平成１１年３月に告示された高等学校学習指導要領の総則には 「学校の教育活動を進め、

るに当たっては、各学校において、生徒に生きる力をはぐくむことを目指し、創意工夫を生

かし特色ある教育活動を展開する中で、自ら学び自ら考える力の育成を図るとともに、基礎

、 。」的・基本的な内容の確実な定着を図り 個性を生かす教育の充実に努めなくてはならない

と述べられている。

「自ら学び自ら考える力」を育成するためには、教師から生徒に対して、自ら学び考えさ

せるための働きかけを行うことが重要である。すなわち、生徒の学び考えるプロセスを的確

に把握し、主体的な学習を促す指導方法を確立することが求められている。

地理歴史・公民科の目標は、我が国及び世界の形成の過程と生活・文化の地域的特色、現

代の社会についての理解と認識を深め、国際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・

社会の一員として必要な自覚と資質を養うことである。教科の目標を達成するとともに、生

徒の「自ら学び自ら考える力」を育成するための指導の工夫についての研究は、これまでも

様々な方法で行われてきた。

これまでの研究の多くは、生徒の興味・関心を高め、社会的事象や歴史的事象を多面的・

多角的に考察することなどを目的として、視聴覚教材をはじめとする効果的な教材や資料の

作成及び提示方法の工夫や、生徒が学習の流れを理解し自分の考えをまとめること等を目的

としたワークシートの工夫等、指導内容の充実・改善に主眼がおかれていた。また、指導方

法についてはディベート等の特色ある学習形態についての研究が行われているものの、一般

的な指導方法の研究についてはあまり行われてこなかった現状がある。教科の目標を達成す

るとともに、生徒の「自ら学び自ら考える力」を育成するためには、指導内容の工夫を進め

るとともに指導方法の工夫も一層進める必要がある。そこで本部会では、研究主題を「自ら

考える力を培うための指導方法の工夫」に設定した。また、個に応じた指導の一層の充実を

図るために、発問の工夫に関する研究を行うこととした。

また 「個性を生かす教育」を実現させるためには、生徒一人一人の授業の目標に対する、

到達度を適切に測りながら、個に応じた指導を一層充実させることが求められる。そのため

本研究ではその中でも、詳細な発問計画に基づく発の方策としては様々なものがあるが、

問の工夫と、個々の生徒が記入するワークシートの工夫による自己評価から、高等学校地

理歴史・公民科における個に応じた指導の在り方を検討することとした。

以上のような認識をもとに 「自ら考える力」を培うための指導方法として「発問」に着、

地理歴史・公民科の様々な分野の学習に広く応用できる効果的な発問の在り方を検目し、

討したのが本研究である。
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２ 研究内容と方法

( ) 発問の意義や役割の明確化1

先行文献や研究員各人のこれまでの授業実践等をもとに発問を類型化し、発問の意義

や役割を明確にした。

( ) 指導案・発問計画等の作成2

世界史、日本史、地理の３部会を編成し、教科ごとに授業単元を設定し、単元の目標

に基づき以下の点に留意して授業計画を立案した。

① 授業を効果的に行うために生徒に提示する資料の工夫を行う。

② 発問計画を含む学習指導案を作成する。

発問計画の立案にあたっては、発問の意図を明確にするとともに、発問に対する

生徒の予想される回答も併せて考えることとし、学習指導案に明記する。

③ 生徒の授業に対する理解状況等を把握するためワークシートを作成する。

( ) 検証授業の実施3

世界史、日本史、地理の３科目について以下の点に留意して検証授業を実施した。

① 授業者の実際の発問及び生徒の回答を記録する。

② 授業をＶＴＲ撮影し、授業者の発問のタイミング、生徒の反応等を記録する。

( ) 検証授業の分析4

① ＶＴＲ等による授業の記録から、実際の授業者の発問と生徒の回答を復元する。

② 予定していた授業者の発問、生徒の回答と、実際の発問・回答との違いとその理

由を検証する。

③ 回収したワークシートの自由記述から 「本時の目標」がどの程度達成できたか、

を評価する。

( ) 分析結果のまとめ5

分析結果より、発問の在り方、効果、課題等についてまとめる。

３ 発問の工夫について

自ら考えるためのきっかけを与え、その考えをまとめる機会を提供す発問には、生徒が

基礎的・基本的な内容の確実る重要な働きがある。地理歴史・公民科の授業においても、

な定着を図り、社会的事象や歴史的事象を多面的・多角的に考察するためには、有益な教材

や資料の提示とともに、適時かつ適切な発問による理解の促進と発問を通じた理解度の把握

や考察の視点の提示等が欠かせない。そこで、こうした発問のもつ重要な機能を改めてとら

え直した。

（１）発問に関する検討

教師が授業において発問を行う場合を考えてみると、発問に関して以下のような段階があ

ると考えることができる。
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①発問の類型化 →どのような発問を、いかに活用するかを考える段階

②発問の計画化 →どのような場面で、いかなる意図をもって発問するかを考える段階

③発問の弾力化 →生徒の回答や反応に対して、いかに柔軟に対処するかを考える段階

発問計画は、小学校等では指導案の作成の際に併せて立案することが多いが、高等学校に

おいてはほとんど行われていないのが実態であり、教師が日々の授業において無意識に、即

時的な形で行っていることが多い。しかしながら、学習効果を高めるためには指導案の作成

にあたって発問に関しても上記の①～③の各段階ごとに発問の種類・意図・内容を十分吟味

し、意識して発問一つ一つに固有の意味をもたせていく必要がある。

（２）発問の類型化

発問に関する種々の先行研究などでは、発問を類型化して、その機能あるいは意図するね

らいごとにパターン化するという作業が一般に行われている。そこで本研究では、生徒が

自ら考えるためのきっかけを与え、深く考えさせることを目的として、これまで授業の中

で実際に行ってきた発問をその形態と機能の両面から以下の７つに類型化する作業を行っ

た。

① 型 「～は何か 「～とは何なのか 「～とはどんな意味であるか」what 」 」

② 型「どんな～か 「どんな印象を受けるか 「どんな感想をもつか」what kind 」 」

③ 型 「どこに問題があるのか 「どこが問題なのか」where 」

④ 型 「なぜ～なのか 「なぜ～が起こったのか」why 」

⑤ 型 「もし自分が～の立場だったら 「もし～であったらどうか」if 」

⑥ 型 「～についてどうしたらいいか 「どのような解決策があるか」how 」

⑦ 型 「これまでの結果をまとめるとどうなるか 「つまりどういう事か」so 」

実際の地理歴史・公民科の授業においては、前時の復習など知識や理解を確認する場面な

どでは①、映像資料や文献資料（史料）などを提示し、感じたことを引き出す場面では②、

課題を発見させる場面では③、社会的事象や歴史的事象の原因や背景などを考えさせる場面

では④、多面的に考察させる場面などでは⑤、課題解決に向けての解決策を考えさせる場面

などでは⑥、学習のまとめの場面などでは⑦などの型の発問が行われている。

（３）発問の計画化と弾力化

類型化された７種類の発問を、それぞれの機能に即して授業の中で意図的・計画的に使い

分けながら、個々の生徒との対応を通じて柔軟に変化させる。実際には、指導案の作成の段

階で学習場面に応じた発問を計画するとともに、生徒の学習状況等に応じて弾力的に行う発

問を準備しておくことが必要である。こうした発問の計画化と弾力化を意図して行うことが

重要である。そして、生徒の理解度に合わせた発問とそれに対する回答のやりとりと、双方

向性をもった授業を通じて、生徒の自ら考える力が培われていくことが期待できる。
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Ⅱ 内容

１ 世界史Ｂ「異なる立場からとらえる十字軍」

（１）内容設定の理由

世界史では 「発問」を工夫した検証授業の題材として「十字軍」を取り上げた。キリ、

スト教側から見たイスラムに対する偏見や、その裏返しとしてのキリスト教徒の残虐さを

強調するのではなく 「十字軍」に関するキリスト教側とイスラム側のそれぞれの立場か、

らの複数の史料の提示を通し、両者の「十字軍」に対する認識が異なることを生徒が発見

できるように発問を工夫した。そして 「十字軍」だけではなく、歴史的事象には多面的、

な見方や考え方があることに気付かせることを本時の目標とした。

（２）学習指導案

ア 単元 ヨーロッパ世界の形成と変動 十字軍と西ヨーロッパ封建社会の変質

イ 単元の目標

ビザンツ帝国と東ヨーロッパの展開、西ヨーロッパの封建社会、都市の発達と王権の伸

張に触れ、キリスト教と西ヨーロッパ世界の形成、変動の過程を把握させる。

学習指導要領「世界史Ｂ ２ 内容（３）イ ヨーロッパ世界の形成と変動」より

ウ 指導計画

「主体的な思考力を培う発問」を取り入れる授業を行うため３時間の指導計画を構成。

①十字軍の原因、発端、契機、経過の概要など … １時間

②発問に沿ったワークシート作業 … １時間 （本時）

③十字軍のまとめ、歴史的意義など … １時間

エ 本時の目標

①文献資料や図版等から、十字軍やイスラム世界について興味をもつ。

②歴史的事象には多面的な見方や考え方があることに気付く。

オ 指導上の留意点

①生徒の主体的な思考をうながすため、既存の知識を問う発問や因果関係を考えさせ

る発問を計画的に行う。

②音楽教材（ 聖地奪回」を祝福して作られた当時の音楽 、絵画資料（ エルサレム「 ） 「

での十字軍」を描いた 世紀の絵画３枚、十字軍の行った処刑等を描いた中世の19

） （ 、 ）絵画３枚 などの視聴覚教材や文献資料 十字軍従軍者の記録 イスラム側の記録

を扱いに配慮しながら、豊富に使用し生徒の興味・関心をひきつける。

③十字軍を題材に 「異なる立場から考察することの難しさ、重要性」に気付かせる、

ことを主眼とし、十字軍の経過などの説明はなるべく簡潔にする。

④自分の考えを文章で表現させるため、ワークシートに記入する時間を確保する。

カ 評価規準

①十字軍について様々な史料に触れ、歴史的事象を異なる立場から考察することの重

。 〔 〕〔 〕要性に気付いている 資料活用 思考・判断

②キリスト教世界とイスラム世界のそれぞれ立場からの十字軍に対する認識を理解し

。 〔 〕ている 知識・理解
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を
３

枚
ス

ク
リ

ー
ン

に
映

写
し

、
一

言
感

想
を

記
入

さ
せ

る
。

②
「

こ
の

絵
画

を
見

て
十

字
軍

を
ど

う
思

う
で

し
ょ

う
か

」

w
h
a
t
 
k
i
n
d
型

十
字

軍
っ

て
カ

ッ
コ

イ
イ

正
義

の
軍

隊
感

動
的

死
者

が
か

わ
い

そ
う

②
「

こ
の

絵
画
を
見
て
十

字
軍

を
ど

う
思
う
で
し
ょ

う
か

」

②
「
団
結
力
が
あ
り
そ

う
」
「
人
が
死
ん
で
い
て

か
わ
い
そ
う
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
帝
国
主
義

時
代
に
入
る
１
９
世
紀
に

イ
ス
ラ
ム
、
ア
ジ
ア
へ
の

蔑
視
、
キ
リ
ス
ト
教
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
化
を
強

調
し
て
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
指
導
す
る
。

第
１

回
十

字
軍

当
時

の
キ

リ
ス

ト
教

側
の

文
献

史
料

を
音

読
さ

せ
、

一
言

感
想

を
記

入
さ

せ
る

。

③
「

あ
な

た
が

キ
リ

ス
ト

教
徒

だ
っ

た
ら

、
こ

の
史

料
を

読
ん

で
ど

う
思

う
？

」

i
f
型

ひ
ど

い
だ

け
ど

聖
地

奪
回

で
き

て
よ

か
っ

た

③
「

あ
な

た
が
キ
リ
ス
ト

教
徒

だ
っ

た
ら
こ
の
史
料

を
読

ん
で

ど
う
思
う
？
」

③
’

「
深

く
考
え
ず
に
答

え
て

く
だ

さ
い
。
」

③
「
ひ
ど
い
」

　
「
回
答
な
し
」

③
’
「
か
わ
い
そ
う
」

「
感
想
を
聞
い
た
っ
て

し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
」

普
段
の
授
業
で
は
一
次
史

料
を
読
む
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
の
で
、
歴
史
的
な
言

い
ま
わ
し
な
ど
に
留
意
さ

せ
る
。

史
料
を
読
み
、
適
切
に

判
断
で
き
る
か

〔
思
考
・
判
断
〕
〔
資

料
活
用
〕

④
「

十
字

軍
士

の
涙

の
意

味
は

な
ん

だ
ろ

う
？

」
w
h
y
型

聖
地

を
奪

回
で

き
て

う
れ

し
い

④
「

十
字

軍
士
の
涙
の
意

味
は

な
ん

だ
ろ
う
？
う
れ

し
泣

き
の

涙
っ
て
ど
う
い

う
こ

と
？

」
④

’
「

義
務
と
は
何
で
す

か
？

」
④

”
「

ど
う
い
う
約
束
で

す
か

？
も

と
も
と
の
十
字

軍
の

目
的

を
考
え
て
。
」

④
「
義
務
を
果
た
し
た
か

ら
」

④
’
「
キ
リ
ス
ト
と
の
約

束
を
果
た
し
た
」

④
”
「
取
り
戻
し
た
」

・
周
囲
の
生
徒
と
意
見
を

交
換
し
あ
い
、
積
極
的
に

発
問
に
取
り
組
む
よ
う
、

促
す
。



段
階

学
習

活
動

指
導

内
容

発
問

発
問

類
型

予
想

さ
れ

る
回

答
〔

実
際

の
発
問
〕

〔
実
際
の
回
答
〕

指
導
上
の
留
意
点

評
価

第
１

回
十

字
軍

の
実

際
の

様
子

を
イ

ス
ラ

ム
の

立
場

か
ら

具
体

的
に

把
握

す
る

。

第
１

回
十

字
軍

と
第

３
回

十
字

軍
の

十
字

軍
に

よ
る

イ
ス

ラ
ム

教
徒

虐
殺

を
描

い
た

絵
画

を
3
枚

ス
ク

リ
ー

ン
に

映
写

し
、

一
言

感
想

を
記

入
さ

せ
る

。

⑤
「

こ
の

絵
画

を
見

て
ど

う
思

い
ま

す
か

」
w
h
a
t
 
k
i
n
d
型

ひ
ど

い
さ

っ
き

の
絵

と
違

い
す

ぎ
る

⑤
の

前
１

「
何
を
し
て
い

る
絵

で
す

か
。
」

⑤
の

前
２

「
何
で
裸
な
ん

だ
と

思
う

？
」

⑤
「

（
絵

画
の
説
明
後
）

こ
の

絵
画

を
見
て
ど
う
思

い
ま

す
か

」

⑤
の
前
１
「
首
を
落
と
し

て
い
る
。
」

⑤
の
前
２
教
師
に
よ
る
説

明 ⑤
「
捕
虜
を
殺
す
の
は
ひ

ど
い
と
思
っ
た
。
」
「
イ

ス
ラ
ム
の
方
が
不
利
」

「
イ
ス
ラ
ム
の
方
が
か
わ

い
そ
う
」

・
こ
の
３
枚
の
絵
は
1
4
,
5

世
紀
と
い
う
十
字
軍
と
近

い
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

イ
ス
ラ
ム
側
の
絵
で
は
な

い
。
「
こ
う
い
う
絵
も

残
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
説
明
す
る
。

・
絵
画
史
料
も
時
代
背

景
・
立
場
に
よ
っ
て
描
き

方
の
視
点
が
違
う
こ
と
を

理
解
さ
せ
る
。

第
１

回
十

字
軍

当
時

の
イ

ス
ラ

ム
側

の
文

献
史

料
を

音
読

さ
せ

、
一

言
感

想
を

記
入

さ
せ

る
。

⑥
「

あ
な

た
が

イ
ス

ラ
ム

教
徒

だ
っ

た
ら

、
こ

の
史

料
を

読
ん

で
ど

う
思

う
？

」

i
f
型

か
わ

い
そ

う
⑥

「
イ

ス
ラ
ム
側
の
史
料

を
見

て
ど

う
思
う
か
？
」

⑥
’

「
戦

争
の
話
な
の
で

か
わ

い
そ

う
な
話
が
多
い

け
れ

ど
、

他
に
は
？
」

⑥
”

「
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と

し
て

、
ど

う
思
う
？
」

⑥
「
か
わ
い
そ
う
だ
と

思
っ
た
？
」

　 ⑥
’
「
住
民
を
刃
に
か
け

る
の
は
ひ
ど
い
」

⑥
”
「
分
か
ら
な
い
」

・
普
段
の
授
業
で
は
一
次

史
料
を
読
む
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
の
で
、
歴
史
的
な

言
い
ま
わ
し
な
ど
に
留
意

さ
せ
る
。

史
料
を
読
み
、
適
切
に

判
断
で
き
る
か

〔
思
考
・
判
断
〕
〔
資

料
活
用
〕

⑦
「

イ
ス

ラ
ム

教
徒

の
涙

の
意

味
は

な
ん

だ
ろ

う
？

」

ｗ
ｈ

ｙ
型

同
じ

イ
ス

ラ
ム

教
徒

が
殺

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

悲
し

ん
で

い
る

⑦
「

イ
ス

ラ
ム
教
徒
の

涙
っ

て
ど

う
い
う
意

味
？

」

⑦
「
殺
さ
れ
て
か
わ
い
そ

う
」
「
分
か
ら
な
い
」

・
周
囲
の
生
徒
と
意
見
を

交
換
し
あ
い
、
積
極
的
に

発
問
に
取
り
組
む
よ
う
、

促
す
。

双
方

の
史

料
の

違
い

を
考

察
す

る
。

双
方

の
立

場
を

ふ
ま

え
、

史
料

の
違

い
を

考
え

さ
せ

る
。

⑧
「

キ
リ

ス
ト

教
側

の
史

料
と

イ
ス

ラ
ム

側
の

史
料

は
な

ぜ
違

う
の

だ
ろ

う
」

w
h
y
型

記
録

者
の

立
場

が
違

え
ば

、
書

く
内

容
も

ち
が

う
⑧

「
キ

リ
ス
ト
教
側
の
史

料
と

イ
ス

ラ
ム
側
の
史
料

は
な

ぜ
違

う
の
だ
ろ

う
？

」

⑧
「
戦
争
と
い
う
事
実
に

対
す
る
と
ら
え
方
が
違

う
」
「
キ
リ
ス
ト
教
側

は
、
勝
っ
た
事
実
し
か
見

て
い
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
側

は
、
人
が
死
ん
だ
と
い
う

事
実
を
見
て
い
る
」

・
ど
ち
ら
か
一
方
の
記
録

だ
け
が
正
確
な
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

よ
っ
て
記
録
が
異
な
る
こ

と
は
当
た
り
前
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
。

ま
と
め

（
1
0
分
）

十
字

軍
に

つ
い

て
、

異
な

る
立

場
か

ら
考

察
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

す
る

。
自

分
で

考
え

た
こ

と
を

文
章

で
表

現
す

る
。

今
回

学
習

し
た

様
々

な
史

料
を

ふ
ま

え
た

う
え

で
、

十
字

軍
に

つ
い

て
自

分
な

り
に

理
解

し
た

こ
と

を
文

章
で

表
現

さ
せ

る
。

①
「

授
業

を
受

け
て

わ
か

っ
た

こ
と

考
え

た
こ

と
な

ど
を

書
き

な
さ

い
。

」

s
o
型

十
字

軍
と

い
う

ひ
と

つ
の

出
来

事
に

も
、

双
方

の
立

場
に

よ
っ

て
記

録
が

ち
が

う 異
な

る
立

場
か

ら
の

視
点

が
大

事
物

事
を

一
面

的
に

と
ら

え
る

の
は

危
険

だ

①
「

今
日

の
授
業
を
受
け

て
、

気
づ

い
た
こ
と
を
３

点
書

き
な

さ
い
。
」

①
「
答
え
ら
れ
な
い
」

「
史
料
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

側
の
喜
び
や
悲
し
み
が
分

か
っ
た
」

簡
潔
に
表
現
す
る
よ
う
指

導
す
る
。

（
時
間
が
あ
れ
ば
）
何
人

か
の
生
徒
に
発
表
さ
せ

る
。

十
字
軍
に
つ
い
て
の
歴

史
的
思
考
が
で
き
た
か

〔
思
考
・
判
断
〕

〔
資
料
活
用
・
表
現
〕

〔
知
識
・
理
解
〕

プ
リ

ン
ト

を
回

収
す

る
。

十
字

軍
の

第
７

回
ま

で
の

全
体

の
経

過
、

そ
の

結
果

な
ど

に
つ

い
て

は
次

回
の

授
業

で
学

習
す

る
こ

と
を

予
告

す
る

。

十
字
軍
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
す
る
主
体
的
な

学
習
意
欲
を
持
て
た
か

〔
関
心
・
意
欲
・
態

度
〕
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( ) 分析と考察3

【導入】

what① これは誰の演説の一部ですか ～⑤ 白地図ａと白地図ｂは何という国か まで「 」 「 」 、

型の発問が続いた。これらの発問で歴史上の人物名や地名などを問うことにより、前時の学

。 、習内容を想起させることができた こうした 型の発問を導入の段階で行うことによりwhat

前時の学習を今時の学習につなげ、生徒に時代背景等を想起させることが可能になる。

⑥「この演説から、十字軍の目的は何だと思いますか」の 型の発問では、生徒かwhere

、 。 、ら回答を得ることはできず 結果として教師が説明することになった 前時の復習とはいえ

本時の展開の鍵となる発問は時間をかけて生徒から引き出した方がよかった。

【展開】

②「この絵画を見て十字軍をどう思うでしょうか」という 型の発問は、教師what kind

が提示した絵画を見て回答するものであるが、提示する絵画によっては背景や状況、描かれ

ている場所などの補足説明が必要であると思われる。その補足説明によって生徒の気付きが

大きく左右されるため、次の発問につなげるためにブレのない回答を生徒に求める際には、

ヒントに近い助言を行うことが必要である。

また、生徒がこの絵画資料から、神がかった状態などとともにキリスト教側の人々が感動

したり喜んでいたりする面もとらえることができると、この後の展開で十字軍の残虐性との

比較検討が容易になる。絵画資料を提示する場合には、人物の表情や動きを読みとることが

、 。可能になるような補足説明を行い 生徒の思考を深めさせるような発問の工夫が大切である

④「十字軍兵士の涙の意味は何だろう」～④ にいたる発問では、 型で生徒に思考さ’’ why

せることを求めたが、生徒の回答に臨機応変に対応しながら「本来の十字軍の目的」に焦点

化した補足の発問を行った。

⑥ 「 あなたが）イスラム教徒だったらどう思う」という 型の発問では、イスラム史を’’ if（

、 。まだ学習していないため 生徒には自分自身に置き換え考えることが難しかったようである

⑦「イスラム教徒の涙ってどういう意味ですか」という 型の発問では、多くの生徒why

が「悲しい、悔しい、かわいそう」というイメージに達することができ、十字軍に対するイ

スラム側のとらえ方がよく伝わっていた。

⑧「キリスト教側の史料とイスラム側の史料はなぜ違うのだろう」という 型の発問why

では、生徒の「戦争という事実に対するとらえ方が違う」という回答があった。この場面で

は、さらに「戦争のとらえ方がどう違うのか」などの発問を続けることにより、生徒の思考

を深化させ、多角的に考えさせることが可能であったと考えられる。

【まとめ】

ワークシートを配布して 「今日の授業を受けて、気付いたことを３点書きなさい」と指、

示したところ、単なる歴史上の知識にとどまらず、物事や歴史の多面性、キリスト教側とイ

スラム側のとらえ方の違い、史料による当時の人々の声など、授業を通して学び取ったこと

や感じ取ったことを幅広くまとめることができた。

こうした意見や感想を生徒に個々にまとめさせてから発表させ、他者の意見と自分の意見

を比較することにより、さらに高い学習効果が期待できる。



- 9 -

【考察】

ワークシートに次のような設問を設け、意見や感想、気付いたことを自由に記述させたと

ころ、多岐にわたる生徒の考えや発見を把握することができた。

＜設問の内容＞

○ この音楽(十字軍)の感想

○ 『エルサレムの十字軍』を描いた３枚の絵の感想

○ キリスト教側の史料の感想

○ イスラム側の史料の感想

○ 十字軍兵士の涙の意味は何か

○ 十字軍が行った処刑等の絵の感想

○ イスラムの涙の意味

○ キリスト教側の史料とイスラム側の史料の違いについて

＜意見や感想＞

・ この音楽(十字軍)の感想」では 「楽しそう」などプラスのイメージが８０％で、後に「 、

出てくる史料の感想との対比をなしている。

・ エルサレムの十字軍』を描いた３枚の絵の感想」では 「団結力がありそう 「人が「『 、 」、

死んでかわいそう」など、授業中の教師の発問に口頭で答えた生徒の回答に、多くの生徒

が影響されていることが分かった。回答した生徒の意見や感想に無意識に同調してしまわ

ないように、発問に工夫を凝らす必要がある 「イスラム側の史料の感想」等でも、同様。

な傾向が見られた。

・ キリスト教側の史料の感想」では、史料の具体的な記述に注目してしまい、キリスト「

。 、教徒の喜びには気付かなかった生徒が多かった 史料を通して生徒に考えさせる場合には

生徒の状況に応じて史料提示と併せて史料についての補助説明や発問の工夫等を行い、生

徒の多様な見方や考え方を引き出していくことが必要である。

・ イスラムの涙の意味は何だろう」→【展開】の⑦と同様。「

・ キリスト教側の史料とイスラム側の史料はなぜ違うのだろう」では 「考え方・とらえ「 、

方の違い」やそれぞれの立場で主観的に判断していることをあげている生徒が多く、歴史

の多面的な解釈について気付いたと考えられる。

＜授業を受けて気付いたこと（自由記述、主な記述のみ）＞（数字はケース数、複数回答）

主 な 記 述 ケース数

歴史には多面性や両面性がある。 １４

キリスト教側のイスラムに対する行為はやりすぎだ。 １４

史料を通して色々な見方や考え方が学べた。 １１

宗教の強さがわかった。 ４

・主な記述に書かれている内容から、本時の目標の②「歴史的事象には多面的な見方や考

え方があることに気付く」に迫ることができたと考えられる。
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【効果ある発問と今後の課題】

（ ） 、 、 。ア 発問は 授業の展開や学習内容に合わせ 意図的・計画的に行われなければならない

導入では、単純に想起させる発問( 型)により前時の復習を行うとともに、関心やwhat

意欲を高めて学習の動機付けを行うことが大切である。同様に、 型や 型の発問why so

を続けることにより、前時で学習した内容を十分に振り返ることができる。

また、場合によっては本時の目標を原因や理由を問う発問( 型)によって提示し、why

本時の学習のゴールを生徒に明らかにすることも重要である。

whatさらに、授業の展開では、本時の目標に示した内容に生徒自身が迫れるよう、

型～ 型の発問を学習内容に合わせて配列する必要がある。しかしながら、計画通りにso

発問が続かず、その時の状況に応じた発問を臨機応変に行わなければならないこともあ

る。

（イ）提示した資料等に関連した発問を行う場合には、資料の内容等によっては資料が出さ

。 、れた背景や資料の内容等に関する補足説明を行うことが重要である そのことによって

生徒の課題意識や着目点が明確になり、効果的な発問との組み合わせにより生徒の思考

力を高めることが可能になる。

（ウ）生徒の指名には 「教師の指名を受けて回答する」タイプと「 挙手をして）自発的に、 （

」 。 、 「 」発問に回答する タイプがある 今回の検証授業では 前者の 指名を受けて回答する

タイプの発問が多かったが、発問の難易度や生徒の状況に合わせて柔軟に使い分ける必

要がある。

前者のタイプの指名は、生徒の学習の到達度や理解度に応じて、より多くの生徒に回

答させることができる。また後者のタイプの指名は、特定の生徒ばかりが回答してしま

、 。うことが危惧されるが 教師の配慮によって活気のある授業をつくることが可能である

いずれにしても日頃から発言しやすい雰囲気を教室に作っておくことが大切である。

（エ）発問に回答することにより、生徒は主体的に授業に参加することができ、講義式の受

け身の授業に比べて高い満足が得られると考えられる。同時に、他の生徒の回答に触れ

、 。 、ることにより 学習への関心・意欲が高まることも期待できる 今回の授業においても

授業の目標である歴史的事象を多面的に考えさせることを目的とした発問については、

一つの発問を複数の生徒に回答させたり、周囲の生徒と意見を交換しあいながら考えさ

せたりする場面を設けた。それぞれの場面において生徒は積極的に学習に学習に取り組

んでいる様子が授業観察からも見ることができ、また、授業後の生徒の感想からも多面

的な考察ができたことがうかがえた。

（オ）指名された生徒は、今までに学習したことや体験したことを思い出し、懸命に自力解

決して回答しようとする。したがって教師は、生徒が熟考して回答できるよう、発問に

際しては、間（ま）の取り方に配慮する必要がある。
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２ 日本史Ｂ「ポーツマス講和条約と日比谷焼討ち事件」

（１）内容設定の理由

学習指導要領解説には 「日清・日露戦争前後を扱うに当たっては、国民の対外意識の変化、

に触れ、考えさせる」とある。本時は、日露戦争前後の国民世論の形成に多大な影響力を及ぼ

した当時の新聞メディアの動向について学習を通して、今日的な課題でもある「戦争とメディ

アの在り方」について考察させる。

指導にあたっては、日露戦争当時の様々な史料を活用するとともに、主体的な思考力を培う

「発問」を取り入れることにより、新聞メディアの在り方と世論の動向を理解させ、あわせて

漱石の事例との対比を通して、主体的に判断・行動する力を養う。

（２）学習指導案

ア 単元 第４章 産業革命と日清・日露戦争

２ 日露戦争と韓国併合

イ 単元の目標

条約改正、日清・日露戦争とその前後のアジア及び欧米諸国との関係の推移に着目して、

我が国の立憲国家としての展開について考察させる。

学習指導要領「( )近代日本の形成とアジア イ 国際関係の推移と立憲国家の展開」より3 /

ウ 指導計画

「 」 、 。主体的な思考力を培う 発問 を取り入れる授業を行うため ３時間の指導計画を構成する

①日露戦争への道～講義形式による時代の概観 ・・・１時間

②ポーツマス講和条約と日比谷焼討ち事件

～史料を活用して積極的に発問し歴史的考察力を養う ・・・１時間（本時）

③韓国併合～単元のまとめ ・・・１時間

エ 本時の目標

①国民世論の形成に多大な影響を及ぼした当時のメディアの動向について学習する。

②今日的な課題である「戦争とメディア」の在り方について考察する。

、 。③メディアとのかかわりの中で 生徒自身が主体的に理解・判断・行動する力を育成する

オ 指導上の留意点

①生徒の主体的な思考をうながすため、既存の知識を問う発問や因果関係を考えさせる発

問を計画的に行う。

②当時の新聞などの史料を豊富に使用し、生徒の興味・関心を高める。

カ 評価規準

、 、①主戦論や反戦論などの様々な異なる立場について 当時の新聞などの実際の史料を読み

考察することの重要性を理解している。 〔資料活用 〔思考・判断〕〕

②ポーツマス講話条約をめぐる国民世論の形成とメディアの在り方などを考察し、歴史的

事象を多面的に理解している。 〔思考・判断〕



授
業
計
画
（
５
０
分
）

段
階

学
習
活
動

指
導
内
容

発
問

発
問

類
型

予
想

さ
れ

る
回

答
〔

実
際

の
発

問
〕

〔
実

際
の

回
答

〕
指

導
上

の
留

意
点

評
価

導
入

（
1
5
分
）

w
h
a
t
型

興
味

関
心

w
h
a
t
型

②
日

露
戦

争
②

１
９

０
５

年
と

言
え

ば
ほ

か
に

ど
ん

な
出

来
事

が
あ

り
ま

し
た
か
？

②
日
比
谷
焼
討
ち
事
件

知
識

・
ポ

ー
ツ

マ
ス

講
和

条
約

・
ポ

ー
ツ

マ
ス
条
約
は
な
ぜ
結
ば
れ
た
の
か
？

・
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

確
認

　
・
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
話
条
約
調
印

・
日
露
戦
争

w
h
a
t
型

③
新

聞
記

事
の
見
だ
し
を
順
番
に
よ
み
な
さ
い

資
料

・
次

の
段

の
見
だ
し
を
読
み
な
さ
い

活
用

・
三

段
目

の
見
だ
し
を
読
み
な
さ
い
。

・
五

段
目

を
読
み
な
さ
い

w
h
y
型

④
な

ぜ
人

々
は

こ
ん

な
に

激
し

く
お

こ
っ

た
の

だ
ろ

う
？

④
ポ

ー
ツ

マ
ス

条
約

が
不

平
等
だ

か
ら
。

思
考

・
１

分
間

考
え

て
、

プ
リ

ン
ト

メ
モ

欄
に

書
き

な
さ

い
。

・
賠
償
金
が
と
れ
な
か
っ
た
か
ら

判
断

・
そ

れ
以

外
の

答
え

を
書

い
た

人
い

な
い

で
す

か
。

賠
償

金
だ

け
で

こ
ん

な
に

お
こ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

表
現

・
た

し
か

に
講

和
条

約
へ

の
不

満
だ

が
不

満
を

も
っ

た
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

⑤
Ａ

国
民

世
論

の
形

成
に

多
大

な
影

響
を

及
ぼ

し
た

当
時

の
メ

デ
ィ

ア
の

動
向

に
つ

い
て

学
習

す
る

。

主
題

の
提

示
w
h
a
t
 
k
i
n
d
型

w
h
e
r
e
型

⑤
日

比
谷

焼
き

討
ち

事
件

の
真

相
を

一
緒

に
考

え
ま

し
ょ

う
。

思
考

⑤
Ｂ

今
日

的
な

課
題

で
あ

る
「

戦
争

と
メ

デ
ィ

ア
」

の
あ

り
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

w
h
y
型

・
戦

争
と

メ
デ

ィ
ア

の
関

係
を

一
緒

に
考

え
ま

し
ょ

う
。

判
断

展
開

（
2
5
分
）

①
小

発
問

で
知

識
の

確
認

w
h
a
t
型

①
戦

前
大

き
く

二
つ

の
世

論
が

あ
っ

た
が

、
そ

れ
は

何
だ

っ
た

か
。

①
わ
か
ら
な
い

知
識

・
わ
か
り
ま
せ
ん

確
認

・
そ

れ
か

ら
？

・
主
戦
論
で
す

・
非

戦
論

も
あ
り
ま
す
ね

・
反
戦
論

・
主

戦
論

は
ど

の
よ

う
な

人
々

が
叫

ん
で

い
た

の
か

。
大

き
く

分
け
る
と
３
つ
有
り
ま
す
ね
。

・
一

つ
目

は
政

府
、

二
つ

目
は

知
識

人
、

３
つ

目
は

メ
デ
ィ

ア
、

・
非

戦
論

・
反

戦
論

を
唱

え
た

、
人

は
ど

う
い

う
人

が
い

ま
し

た
か
？

・
内
村
鑑
三

・
与
謝
野
晶
子

・
も

う
一

人
押

さ
え

て
お

き
た

い
人

物
は

、
幸

徳
秋

水
で

す
。

・
万

朝
報

が
主
戦
論
に
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
？

プ
リ

ン
ト

『
吾

輩
は

猫
で

あ
る

』
を

示
し

、
当

時
の

時
代

背
景

を
考

え
る

。

19
05

年
日

比
谷

焼
討

ち
事

件
が

起
こ

っ
た

原
因

と
な

っ
た

出
来

事
を

考
え
る
。

プ
リ

ン
ト

『
日

比
谷

焼
打

ち
事

件
』

の
記

事
を

読
み

、
事

件
の

概
要

や
原

因
と

な
っ

た
国

民
世

論
に

つ
い

て
考
え
る
。

《
戦

前
の

世
論

に
つ

い
て

考
え

る
》

主
戦

論
（

東
京

帝
国

大
学

の
七

博
士

を
は

じ
め

と
す

る
知

識
人

、
新

聞
等

の
メ

デ
ィ

ア
、

政
府

）
と

非
戦

論
・

反
戦

論
（

内
村

鑑
三

、
幸

徳
秋

水
『

平
民

新
聞

』
）

の
二

つ
の

考
え

が
あ

っ
た

こ
と

を
理

解
す

る
。

主
題

の
確

認
に

と
ど

め
、

こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い

板
書
・
説
明
→
簡
潔
に

簡
潔
に
テ
ン
ポ
よ
く

聞
き
出
し
な
が
ら
板
書

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
見

て
主

題
を

確
認
す
る
。

戦
前
に
展
開
さ
れ
た
主
戦
論

と
非
戦
論
の
内
容
を
ま
と
め
る

。
＊

資
料

等
を

も
と

に
、

基
本

的
な

知
識

等
を

確
認

す
る

。
（

確
認

す
る

主
な

内
容

）
　

・
主

戦
論

と
反

戦
論

　
・

内
村

鑑
三

　
・

幸
徳

秋
水

　
・

与
謝

野
晶

子

①
『

吾
輩

は
猫

で
あ

る
』

が
最

初
に

掲
載

さ
れ

た
の

は
、

何
年

か
？

①
１
９
０
５
年

③
昨

日
の

国
民

大
会

→
開

会
の
禁

止
・

四
門

を
閉

塞
す

→
市

参
事
会

の
激

昂
・

第
一

の
争

闘
→

日
比
谷

公
園

・
正

門
の

激
突

→
大

会
を
開

く
・

国
民

大
会

決
議

案
→

二
重
橋

外
に

集
る

→
新

富
座

前
の

大
活
劇

→
国

民
新

聞
社

闖
入

→
内

相
官
邸

を
焼
く
→
巡
査
を
袋
叩
き
に
す
る

①
１

９
０

５
年

③
閉

鎖
、

集
会

、
暴

動
、

et
c.

④
講

話
の

内
容

に
不

満
et

c.（
自

由
回

答
）

①
こ

の
作

品
が

発
表

さ
れ

た
年

は
何

年
か

。

②
こ

の
作

品
が

発
表

さ
れ

た
年

の
出

来
事

を
挙

げ
よ

う
。

③
プ

リ
ン

ト
を

参
考

に
当

日
何

が
起

こ
っ

た
か

、
考

え
よ

う
。

④
な

ぜ
暴

動
が

起
き

た
の

だ
ろ

う
。

関
連
す
る
発
問
に
答
え
る
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
M

em
o欄

に
、

事
件

当
日

の
経

緯
を

ま
と

め
る

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

意
見

を
記
入
。



授
業
計
画
（
５
０
分
）

段
階

学
習
活
動

指
導
内
容

発
問

発
問

類
型

予
想

さ
れ

る
回

答
〔

実
際

の
発

問
〕

〔
実

際
の

回
答

〕
指

導
上

の
留

意
点

評
価

w
h
a
t
 
k
i
n
d
型

②
た

く
さ

ん
の

犠
牲

者
資
料

・
増

税
の

負
担

思
考

判
断

展
開

w
h
y
型

③
メ

デ
ィ

ア
に

あ
お

ら
れ

っ
ぱ

な
し

の
当

時
の

人
々

は
、

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？

資
料

思
考

＊
発

問
の

投
げ
か
け
の
み

判
断

知
識

確
認

漱
石

が
、

当
時

の
メ

デ
ィ

ア
と

一
線

を
画

し
て

、
自

分
の

感
じ

た
ま

ま
の

主
張

を
し

よ
う

と
し

た
こ
と
を
理
解
す
る
。

④
三

四
郎

と
紳

士
（

漱
石

）
の

違
い

を
考

え
て

み
よ

う
。

w
h
e
r
e
型

思
考

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

意
見

を
記
入
。

判
断

表
現

ま
と
め

（
1
0
分
）

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

意
見

を
記
入
。

w
h
a
t
型

①
国

民
世

論
の

形
成

に
多

大
な

影
響

を
及

ぼ
し

た
当

時
の

メ
デ

ィ
ア

の
動

向
に

つ
い

て
わ

か
っ

た
。

①
メ

デ
ィ

ア
は

事
実

（
真

実
）
を

伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。

思
考

プ
リ

ン
ト

に
意

見
を

ま
と

め
時

間
が
あ
れ
ば
発
表
す
る
。

・
今

日
的

な
課

題
で

あ
る

「
戦

争
と

メ
デ

ィ
ア

」
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

察
し

た
。

・
メ

デ
ィ

ア
は

多
様

な
意

見
を
載

せ
る
べ
き

判
断

・
メ

デ
ィ

ア
は

影
響

力
の

大
き
さ

を
自
覚
す
べ
き

表
現

・
メ

デ
ィ

ア
は

公
共

性
を

自
覚
す

べ
き

h
o
w
型

①
’

振
り

回
さ

れ
ず

自
分

の
意
見

を
持
つ

思
考

・
一
度
疑
っ
て
み
る

判
断

・
前
向
き
に
関
わ
る

表
現

・
頼
る

主
戦

論
で

沸
騰

し
た

国
民

世
論

は
、

講
和

条
約

を
容

認
出

来
ず

、
日

比
谷

焼
討

ち
事

件
を

引
き

起
こ

し
た

こ
と

を
理

解
さ
せ
る
。

大
切

な
と

こ
ろ

な
の

で
複

数
の

生
徒

の
意

見
を

丁
寧

に
聞

く
。

主
体

的
に

生
き

よ
う

と
し

た
漱

石
ら

と
、

メ
デ

ィ
ア

に
翻

弄
さ

れ
た

多
く

の
人

々
と

の
対

比
に

よ
り

「
戦

争
と

メ
デ

ィ
ア

」
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考
察
さ
せ
る
。

板
書
・
説
明
→
簡
潔
に

①
’

メ
デ

ィ
ア

と
の

関
わ

り
の

中
で

、
主

体
的

に
理

解
・

判
断

・
行

動
す

る
力

が
つ

い
た

。

①
今

日
の

授
業

を
踏

ま
え

て
『

戦
争

と
メ

デ
ィ

ア
』

の
あ

り
方

に
つ

い
て

ど
う

思
い

ま
す

か
。

自
分

だ
っ

た
ら

ど
の

よ
う

に
メ

デ
ィ

ア
と

関
わ

っ
て

行
く

か
。

自
分

の
意

見
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
な

さ
い

。

戦
中

の
国

民
の

負
担

を
理

解
す

る
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

意
見
を
記
入
。

新
聞

報
道

が
講

和
に

反
対

す
る

世
論

を
盛

り
上

げ
た

こ
と

を
理

解
す
る
。

＊
説

明
の

み
、
発
問
な
し

主
題

の
ま
と
め

①
今

日
の

授
業

を
踏

ま
え

て
『

戦
争

と
メ

デ
ィ

ア
』

の
あ

り
方

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

書
け

。

①
’

自
分

だ
っ

た
ら

ど
の

よ
う

に
メ

デ
ィ

ア
と

関
わ

っ
て

行
く

か
。

＊
省
略

＊
設
問
の
み
、
発
問
な
し

③
新

聞
報

道
の

せ
い

④
三

四
郎

は
戦

争
の

勝
利

の
裏

を
考

え
て

い
な

か
っ

た
が

、
紳

士
は

違
っ

た
。

表
（

板
書

）
メ

デ
ィ

ア
・

世
論

と
政

府
の
立
場
を
示
す
。

プ
リ

ン
ト

『
三

四
郎

』
を

読
ん

で
日

露
戦

争
に

対
し

て
様

々
な

考
え

方
が

あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
。

②
統

計
資

料
を

見
て

わ
か

る
こ

と
は

何
か

。

③
な

ぜ
暴

動
が

起
き

た
の

だ
ろ

う
。

《
戦

中
の

世
論

に
つ

い
て

考
え

る
》

統
計

資
料

の
プ

リ
ン

ト
を

も
と

に
、

日
清

戦
争

と
比

較
し

て
、

戦
費

も
犠

牲
者

も
膨

大
で

あ
り

、
増

税
に

よ
り

国
民

の
負

担
が

大
き

か
っ

た
こ
と
を
理
解
す
る

《
講

話
前

後
の

新
聞

報
道

に
つ

い
て

考
え
る
》

『
国

民
新

聞
』

等
の

記
事

を
プ

リ
ン

ト
で

示
し

、
国

民
新

聞
以

外
の

新
聞

は
講

和
に

反
対

で
あ

っ
た

こ
と

を
理
解
す
る
。



- 14 -

（３） 分析と考察

【導入】

①「 吾輩は猫である』が最初に掲載されたのは何年ですか」と②「１９０５年といえば他『

にどんな出来事がありましたか」は、 型の発問で、前時までの復習をしながら本時の時what

。 、 「 」代背景を想起させる発問である ②については 答えてもらいたかった 日比谷焼打ち事件

がすぐに回答されたが、その後も生徒の指名を続け、② 「ポーツマス条約はなぜ結ばれた’

か？」という追加発問をすることによって原因となった「日露戦争」という答えを導いた。

③プリントを参考に「当日何が起こったか」という 型の発問は 「新聞記事の見出しwhat 、

を順番に読みなさい」という指示に切りかえることよって時間短縮をはかった。

④「なぜ人々はこんなに激しく怒ったのだろう」という発問は、 型の質問である。最why

初に指名した生徒は条約改正の内容と混同してしまった。すぐに次の生徒を指名したが、も

う少し最初の生徒に助言を与え、時間をかけて正答に導くことも可能であった。

’「 。 」④ それ以外の答えを書いた人はいないですか 賠償金だけでこんなに怒ったのだろうか

など、生徒の思考の発展を図ろうとする発問を行った。そして④ 「確かに講和条約への不満”

だが、不満をもったのはなぜだろう」という 型の発問により、生徒の考えを深化させ、why

次の主題を導き出そうとした。

⑤「日比谷焼き打ち事件の真相を一緒に考えましょう。戦争とメディアの関係を一緒に考

えましょう 」という発問は、 型・ 型・ 型を統合し、本時の目標に迫る。 what kind where why

主たる発問であった。

【展開】

①「戦前大きく二つの世論があったが、それは何だったか」は 型の発問である。ここwhat

では、当初の計画通り、 型の補助的な発問で既習事項の確認を行った。what

② 統計資料を見てわかることは何か という 型の発問 ④ 三四郎と紳士 漱「 」 、 「 （what kind

石）のちがいを考えてみよう 」という 型の発問をする予定であったが、時間の都合。 where

で教師による説明となった。

③の「なぜ暴動が起きたんだろう」という 型の発問も、時間の都合により教師の説明why

に切り替えた。代わりに「メディアにあおられっぱなしの当時の人々は、どうなんだろう」

という 型の発問を追加し、生徒の思考をうながした。what kind

【まとめ】

①「今日の授業を踏まえて『戦争とメディアのあり方』についてどう思いますか。自分だ

ったらどのようにメディアと関わっていくか 」という発問は、 型・ 型で別々にす。 what how

る予定であったが、まとめてひとつの発問となった。

最後に、まとめた内容について二人の生徒が発表した。自分で意見を書くだけでなく、他

人の意見を聞くということは、多角的な視点を養うことになる。また、その意見から教師が

最後のまとめをすることにより、クラス全体で授業内容についての共有化を図ることができ

た。
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【ワークシートの集計と考察】

１ 今日の授業を踏まえて 「戦争とメディア」の在り方について自分の意見をまとめてくだ、

さい。 （数値はケース数）

メディアは事実（真実）を伝えるべき １３

メディアは多様な意見を載せるべき ６

メディアは影響力の大きさを自覚するべき １３

メディアは公共性を自覚するべき ６

２ また自分だったらどのようにメディアとかかわっていくかも記入してください。

振り回されずに自分の意見を持つ １１ （数値はケース数）

一度疑ってみる ４

多角的な視点をもつ ４

前向きにかかわる １

頼る １

アンケート項目 １ ２ ３ ４ ５ 平均

１．興味関心をもつことができた ２ ４ ８ ９ ７ ３．５

２．積極的に授業に参加した ２ ４ １１ ５ ８ ３．４

３．自ら考えワークシートに記入 ４ ３ ８ ７ ８ ３．４

４．自分のいいたいことを表現できた ３ ６ ８ ９ ４ ３．２

１の項目では、戦時下におけるメディアの在り方について、このような多様な意見が出て

きたということから、生徒は自ら考えることができたと推測できる。こうした結果を次回の

授業時に生徒に示すことによって、さらなる学習効果が期待できる。

２の項目では 「批判的に考える 「主体的に考える」という、メディアリテラシーの目標、 」、

に合った回答が多く見られる。そういう意味では、本時の目標③「メディアとのかかわりの

中で、生徒自身が主体的に理解・判断・行動する力を育成する」は達成できたと思われる。

また、生徒が記入した評価アンケートの結果では、授業に興味関心を持ち積極的に参加で

きたという肯定的な自己評価が （ 人中 人）あり、また自ら考えたという自己評価80.0% 30 24

も （ 人中 人）あり、多くの生徒が主体的に授業に参加し、自ら考える学習活動を76.7% 30 23

行ったことが検証できた。授業の展開や生徒の学習状況に合わせた意図的・計画的な発問の

工夫は、学習成果をあげるためには不可欠であることが分かった。

また 「授業で学んだこと （自由記述欄・数値はケース数）では 「自分の意志で判断し流、 」 、

されないようにし、メディアの発表する大きいことばかりに目をやらずいろいろな観点から

考える必要がある 「メディアと戦争について（４ 「メディアの影響力（２ 「メディ」、 ）」、 ）」、

アの怖さ 「メディアの大切さ 「人々・メディアの考え方 「当時の現実 「日比谷焼き」、 」、 」、 」、

」 、 、 、打ち事件の理由・裏側の深さ など それぞれ本時の目標に沿ったものであり ここからも

発問を工夫したことによる成果が表れているといえる。
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【効果ある発問と今後の課題】

（ア）前回の世界史Ｂ「異なる立場からとらえる十字軍」の検証授業の結果を受け、今回の

日本史Ｂ「ポーツマス講和条約と日比谷焼討ち事件」の検証授業では、授業の流れをス

ムーズにするために、発問の配列を工夫した。導入部分では生徒に前回の既習事項を復

習させるために 型の発問を行い、日比谷焼き討ち事件やポーツマス講和条約調印what

など日露戦争に関する主な事項を確認できた。こうした既習事項の十分な確認の後、展

開では「暴動がなぜ起きたのか」という 型の発問に発展し、生徒の多様な考えを引why

き出すことができた。これによって、本時の目標の一つである「メディアの在り方」へ

の考察を深めることができたと考えられる。

（ ） 、 、 （ ） 、イ 次に発問の技法の観点から 初めに生徒全体に発問し 考える間 ま をおいてから

回答する生徒を指名することが大切であることが分かった。最初に回答する生徒を指名

してしまうと、それ以外の生徒は主体的に考えようとはせず、課題に対する興味・関心

が低くなる心配がある。

また生徒が回答した内容を教師が復唱することも大切である。回答に自信がない生徒

を勇気付けるとともに、もし的確ではない内容であったとしても、それを整理して正し

い回答に導いていくことができる。さらに、回答の内容を全員に知らせることによって

多様な考えや意見があることが理解でき、生徒の思考力の育成につなげることが可能に

なる。

（ウ）指名の順序も発問の成果を高めるために重要な技法である。正確な回答が必要な場合

は回答できると思われる生徒を指名することがありえるが、その一方で、多様な理解度

の生徒を状況に応じて指名することにより、生徒全員の興味や関心を高めていくことや

新たな発想を生み出していくことも可能である。

、 、 、そのためには 日ごろから教師は 生徒の発言やノート・ワークシートなどの提出物

小テストや考査の結果について注意深く評価し、より発問の成果が上がるように生徒の

理解度や到達度、表現力を把握しておくことが重要である。個に応じた指導を充実させ

るためには、個々の生徒に対応した発問の工夫が非常に重要である。

（エ）今回の授業では生徒に提示する資料が多かったこともあり、５０分の授業時間の中で

は、展開以降の発問が少なくなり、教師が中心になってまとめていくという流れになっ

てしまい、発問を計画通り行うことができなかった。

生徒に考えさせる授業を行うためには、授業のねらいに即して提示する資料を絞り込

む必要がある。発問に関しても授業のねいに結びつく、特に生徒に深く考えさせたい主

たる発問については、発問の意図を明確にし、じっくり考えさせる時間を確保して行う

ことが必要である。

そのためにも、教師が授業の主題が何であるのか、生徒に理解させたい内容や気付か

せたい内容が何であるかを熟考しながら、生徒の視点に立って発問の計画を練り上げる

ことが大切である。
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３ 地理Ｂ「多民族国家の統合とインドネシア語という公用語」

（１）内容設定の理由

学習指導要領の「地理Ｂ ２内容( )現代世界の地誌的考察」では 「地域の規模に応じて2 、

地域性を多面的・多角的に考察し、現代世界を構成する各地域は多様な特色を持っていること

を理解させる」とある。これは、従来の地誌的な学習が、系統地理的考察のように諸地域をあ

る面からとらえたのに対し、取り上げた地域の特色を様々な面から追求することを意味してい

る。そこで今回の検証授業では、この「考察し、…理解させる」という学習活動を実践するた

めに、発問の工夫を試みることにした。

地域としてインドネシアを選んだのは、この国の公用語であるインドネシア語が人工語であ

り、多様な民族が住む地域が一つの国家として独立したときに採用されたというユニークな特

色をもっているからである。そして、発問を通じて、人工語を公用語に採用した理由を生徒に

考察させることを授業のねらいとした。

（２）学習指導案

ア 単元 第Ⅱ章 現代世界の地誌的考察

第３節 国家規模の地域 インドネシア

イ 単元の目標

地域の規模に応じて地域性を多面的・多角的に考察し、現代世界を構成する各地域は多

様な特色を持っていることを理解させるとともに、世界諸地域を規模に応じて地誌的にと

らえる視点や方法を身に付けさせる。

学習指導要領「地理Ｂ ２ 内容 ( )現代世界の地誌的考察」より2

ウ 指導計画（５時間）

（１）インドネシアの位置、人口と自然環境（地形・気候） ・・・１時間

（２）農業（伝統農業とプランテーション）と人口分布 ・・・１時間

（３）多層的な文化（アニミズム、インド文化、イスラム文化等） ・・・１時間

（４）多民族国家の統合とインドネシア語という公用語についての発問を通しての理解

・・・１時間

（５）独立後の歩み(地下資源と工業化、ＡＳＥＡＮ、スハルト後の民主化) ・・・１時間

エ 本時の目標

① 多民族国家における言語、宗教、文化の多元性に気づく。

② 多民族国家における公用語の意義と課題について理解する。

オ 指導上の留意点

what why① 生徒の自ら考える力を培うために、発問を簡単な 型から理解を深めるための

型・ 型・ 型・ 型に展開し、生徒の興味、関心を高める。if how where

カ 評価の観点

① インドネシアという多民族国家における言語、宗教、文化の多元性に気付いている。

〔思考・判断〕

② インドネシアという多民族国家における公用語の意義と課題について理解している。

〔思考・判断〕
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ス
ラ

ム
教

②
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教
、

キ
リ

ス
ト

教
、

ア
ニ

ミ
ズ

ム
、

仏
教

・
ヒ

ン
ト

を
与

え
、

な
る

べ
く

生
徒

が
答

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

②
 
新

期
造

山
帯

に
位

置
し

地
形

が
険

し
い

こ
と

①
な

ぜ
、

1
つ

の
国

に
3
0
0

以
上

の
民

族
が

住
ん

で
い

る
の

だ
ろ

う
か

。
今

ま
で

学
習

し
た

こ
と

を
思

い
出

し
て

４
つ

答
え

な
さ

い
。

前
回

の
学

習
内

容
を

思
い

出
さ

せ
て

、
こ

の
時

間
の

内
容

に
結

び
つ

け
る

。

①
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
9
割
が

信
仰
す

る
宗
教
は
何
か
。

　

(
2
)
国
家
の
統
合

と
公

用
語
の
果
た
す
役

割
を
理
解
す
る
。

ジ
ャ

ワ
人

が
最

大
の

民
族

（
人

口
の

約
半

分
）

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

る
民

族
別

人
口

構
成

の
統

計
資

料
を

提
示

し
て

、
①

な
ぜ

ジ
ャ

ワ
語

が
公

用
語

に
な

ら
な

か
っ

た
の

か
、

②
な

ぜ
人

工
言

語
で

あ
る

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
が

作
ら

れ
た

か
を

考
え

さ
せ

る
。

①
 
な

ぜ
公

用
語

を
決

め
る

必
要

が
あ

る
の

か
。

②
 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

公
用

語
は

何
語

だ
ろ

う
か

。

③
 
な

ぜ
ジ

ャ
ワ

語
が

公
用

語
に

な
ら

な
か

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

多
民

族
国

家
に

お
け

る
言

語
・

宗
教

・
文

化
の

多
元

性
に

気
付

い
た

か
。

〔
思

考
・

判
断

〕

⑥
公

用
語

を
新

し
い

人
工

語
に

し
た

の
は

な
ぜ

か
。

(
1
)
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が

多
民
族
国
家
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
す

る
。

①
（

ア
）

多
く

の
島

が
あ

り
、

島
ご

と
に

民
族

が
違

う
　

　
　

　
　

　
（

イ
）

地
形

が
険

し
い

（
ウ

）
文

化
が

多
層

的
で

あ
る

（
エ

）
オ

ラ
ン

ダ
の

植
民

地
だ

っ
た

と
こ

ろ
が

そ
の

ま
ま

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

に
な

っ
て

い
る

②
多

民
族

国
家

で
は

、
公

用
語

が
何

語
で

あ
る

か
と

い
う

こ
と

が
社

会
に

及
ぼ

す
影

響
が

多
大

で
あ

る
こ

と
に

気
付

か
せ

る
。

地
図

帳
P
.
2
3
の

資
料

を
見

て
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

が
あ

る
か

探
さ

せ
る

。

　 　 ①
国

内
で

統
一

し
な

い
と

い
ろ

い
ろ

と
障

害
が

生
じ

る
。

②
 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

公
用

語
は

何
語

だ
ろ

う
か

。

②
－

２
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

は
ど

ん
な

言
葉

か
。

①
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

よ
う

な
多

民
族

国
家

に
は

我
々

日
本

人
に

は
な

い
苦

労
が

あ
る

こ
と

に
気

付
か

せ
る

。
学

校
の

授
業

の
場

合
な

ど
を

例
に

具
体

的
に

考
え

さ
せ

る
。

①
前

の
時

間
ま

で
に

学
習

し
た

こ
と

を
応

用
さ

せ
る

。

②
ヒ

ン
ト

を
与

え
、

な
る

べ
く

生
徒

が
答

え
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
、

関
心

を
も

た
せ

る
。

①
 
同

じ
国

の
人

同
士

で
言

葉
が

通
じ

な
い

と
困

る
か

ら

④
－

１
 
ジ

ャ
ワ

語
を

勉
強

し
な

く
て

は
な

ら
な

く
な

る
。

④
 
な

ぜ
反

対
す

る
の

か
。

も
し
、

あ
な

た
が

ミ
ナ

ン
カ

バ
ウ
人

の
よ

う
な

少
数

民
族

だ
っ
た

ら
、

ジ
ャ

ワ
語

が
公

用
語
に

な
る

と
、

あ
な

た
の

生
活
は

ど
ん

な
影

響
を

受
け

る
だ
ろ

う
か

。

　

①
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人

の
９

割
が

信
仰

す
る

宗
教

は
何

か
。

②
そ

れ
以

外
に

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

人
が

信
じ

て
い

る
他

の
宗

教
に

は
何

が
あ

る
か

。

③
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

文
化

の
根

底
に

あ
る

宗
教

は
何

か
。

①
な

ぜ
3
0
0
以

上
の

民
族

が
住

ん
で

い
る

の
か

。
②

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
特

色
は

何
か

。

　 　 ④
自

分
が

少
数

民
族

だ
っ

た
ら

ジ
ャ

ワ
語

が
公

用
語

に
な

る
と

ど
ん

な
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
か

。



段
階

学
習
活

動
指

導
内

容
発

問
発

問
類

型
予

想
さ

れ
る

回
答

実
際

の
発

問
実

際
の

回
答

指
導

上
の

留
意

点
評

価
授
業
計
画
（
５
０
分
）

i
f
型

w
h
y
型

⑥
－

１
答

え
ら

れ
な

い

⑥
-
2
 
答

え
を

説
明

す
る

w
h
a
t
 
k
i
n
d
型

①
　

わ
か

り
ま

せ
ん

h
o
w
型

②
 
仕

方
な

い
　

 
残

す
べ

き
　

 
わ

か
ら

な
い

ま
と
め

(
1
0
分
)

⑥
-
1
 
有

利
に

な
る

民
族

、
不

利
に

な
る

民
族

は
あ

る
か

考
え

さ
せ

る
。

①
　

少
数

民
族

の
問

題
を

例
に

あ
げ

る
。

②
自

由
に

意
見

を
述

べ
さ

せ
る

が
、

民
族

紛
争

の
説

明
に

は
深

入
り

し
な

い
。

⑥
 
公

用
語

を
新

し
い

人
工

語
に

し
た

の
は

な
ぜ

だ
ろ

う
か

⑥
‐

１
 
人

工
的

な
新

し
い

言
語

に
す

れ
ば

、
ど

の
民

族
も

学
習

し
な

け
れ

ば
習

得
で

き
な

い
の

で
、

ど
の

民
族

に
と

っ
て

も
公

平
だ

か
ら

。

⑤
 
ジ

ャ
ワ

語
が

公
用

語
に

な
っ

た
ら

、
ジ

ャ
ワ

人
に

と
っ

て
は

ど
う

だ
ろ

う
か

。

　⑤
－

１
 
公

用
語

を
勉

強
す

る
必

要
が

な
く

な
る

。

(
3
)
国
家
統
合
の

難
し

さ
を
理
解
す
る
。

①
 
人

工
言

語
で

あ
る

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
を

公
用

語
に

し
て

も
解

消
で

き
な

い
問

題
が

あ
る

こ
と

に
も

気
付

か
せ

る
。

②
 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

代
表

的
な

民
族

紛
争

と
し

て
２

つ
の

民
族

紛
争

（
東

テ
ィ

モ
ー

ル
と

ア
チ

ェ
）

を
説

明
す

る
。

⑥
‐

２
 
公

用
語

を
学

習
し

や
す

い
言

語
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
ら

。

※
文

字
が

ロ
ー

マ
字

で
覚

え
や

す
い

こ
と

、
文

法
が

単
純

で
あ

る
こ

と
な

ど
を

ヒ
ン

ト
と

し
て

教
え

る
。

（
資

料
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
新

聞

①
 
新

し
い

人
工

語
で

あ
る

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
が

公
用

語
に

な
っ

て
も

解
消

で
き

な
い

問
題

は
何

か
。

②
 
各

民
族

の
言

語
は

滅
び

て
も

い
い

の
だ

ろ
う

か
。

ど
う

思
う

か
。

①
 
各

民
族

の
言

語
が

衰
退

す
る

。

短
所

－
①

各
民

族
の

言
語

が
衰

退
し

た
。

②
3
0
0
以

上
の

民
族

が
同

じ
言

語
を

話
す

こ
と

に
よ

り
国

家
と

し
て

の
統

一
が

達
成

さ
れ

た
。

長
所

－
①

新
し

い
人

工
語

な
の

で
全

て
の

民
族

に
と

っ
て

公
平

な
言

語
で

あ
る

。

多
民

族
国

家
に

お
け

る
公

用
語

の
意

義
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

で
き

た
か

。
〔

思
考

・
判

断
〕

多
民
族
国
家
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て

の
理
解
を
確
認
す
る

。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

意
見

を
書

か
せ

て
提

出
さ

せ
る

。

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
が

公
用

語
に

な
っ

た
こ

と
の

長
所

と
短

所
を

答
え

な
さ

い
。

⑤
－

１
公

用
語

を
勉

強
す

る
必

要
が

な
く

な
る

。

⑥
公

用
語

を
新

し
い

人
工

語
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
に

し
た

の
は

な
ぜ

か

⑤
自

分
が

ジ
ャ

ワ
人

だ
っ

た
ら

ど
ん

な
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

か
。

⑥
問

題
が

起
こ

り
に

く
い

か
ら

。

⑥
－

１
問

題
と

は
具

体
的

に
何

か
。

①
 
新

し
い

人
工

語
で

あ
る

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
が

公
用

語
に

な
っ

て
も

解
消

で
き

な
い

問
題

は
何

か
。

①
－

１
外

で
は

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
、

家
で

は
自

分
の

民
族

の
言

葉
、

そ
ん

な
状

態
が

何
十

年
も

続
い

た
ら

ど
う

な
る

か
。

①
－

１
前

に
家

で
話

し
て

い
た

言
葉

を
忘

れ
て

し
ま

う
。
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（３）分析と考察

【導入】

前回の授業の残りがあったので、最初にインドネシアの民族分布図を読み取って、それぞ

れの地域に居住する民族名を回答させた。ここでは「この地域に住んでいる民族の名称は何

か」という 型の発問がなされ、読図のヒントとなる解説に助けられながら、生徒は地what

図帳を読み取りながらその民族名を回答した。

次に、インドネシアにおける宗教について 型の発問を使って既習事項の確認を行っwhat

た。特に②の「イスラム教以外の宗教」を問う質問に対して、生徒から「仏教」という回答

があったが、これを誤答として処理せずに過去の学習と関連させながら学習を進めた。

また、③で「インドネシア文化の根底にある宗教」について発問したが、正答を得られな

かった。

【展開】

（１）では、インドネシアが多民族国家であることを再認識させるために、 型の発問what

によって既習事項を確認する計画であったが、実際には 型の発問①「なぜ 以上のwhy 300

民族が住んでいるのか」に替わった。前時で学習した地理的特色などをヒントとして助言し

ながら、生徒が回答しやすい雰囲気を作り出し、徐々に正答を引き出すことができた。

（２）の部分は、本時の最も中心的な内容となる部分であり、 型・ 型の発問を駆使why if

しながら、インドネシア語という人工語を公用語にせざるを得なかったインドネシアの複雑

な民族・言語事情を考察させることをねらいとした部分である。その意味で最も本時の核心

につながる⑥「公用語を新しい人工語であるインドネシア語にしたのはなぜか」という主発

問に生徒の疑問や関心を導くことができた。

実際には、インドネシアの公用語を問う②の発問に対して「インドネシア語」という回答

をすぐに得たことから、主発問である⑥を前倒して発することで、より深くその理由を考え

させることができた。しかし、⑥の回答を引き出すために行なった④の発問に、なかなか回

答が返ってこないなど、少々教師の意図と生徒の理解がかみ合わない部分が見られる場面も

あった。それでも④の「もし自分が少数民族だったら…」という 型の発問によって、生if

徒は人口の５割を占めるジャワ人の使用言語であるジャワ語を公用語とせず、インドネシア

語という人工語を公用語とするに至った要因を、自分がその立場に立った場合を考えながら

徐々に理解することができた。ここでは、計画された発問を臨機応変に弾力化しながら、主

発問につながる補助発問を効果的に活用することができた。

（３）では 型・ 型の発問によってさらに深めた考察を行なうことをねらいwhat kind how

としたが、少数民族の母語が徐々に失われていくという視点にまでは生徒の理解が到達でき

なかった。しかし、①の発問への回答がなかったという事実を受け入れ、即座に①－１とい

う弾力化された発問に切り替えることで、最後まで生徒自身が考えて自ら回答を見つけると

いうプロセスを重視した学習を進めることができた。

【まとめ】

現実には、前回の授業の残りがあったために、まとめにまでは到達できなかった。そのた

め、まとめの発問は行なうことができず、また評価も行えなかった。
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【 】ワークシートの集計と考察

（本時の学習を踏まえた生徒の意見や学習のまとめに関する内容に限定した ）・集計 。

( )「Ⅱの⑨ 各民族の言語は消滅してもよいと思うか」 （数値はケース数 名）1 /25

よくない １８ よ い ４ 仕方ない １ 無記入 ２

〔代表的な意見〕

ア よくない理由

・言語がなくなるのは文化が消滅するのと同じことだと思うので反対。やはり文化は次

世代に継承して欲しいものだから、何とかして引き継いでもらいたい。

・少数民族でも、その国でしか使えない言葉は一つの文化とも言えるから 等

イ よい理由

。 （ ） 。・覚えておく意味がない ・消滅しても 新しい 言葉に次第に慣れてくると思うから

ウ 仕方ない

・今ある言語は貴重なものだが、今までも減ってきていると思うから、なくなっていく

のは仕方がないと思う。

( )「Ⅲ まとめ ①インドネシア語がインドネシアの公用語になったことの長所と短所を答2 .

えなさい 」 （数値はケース数 名、無回答を除く ）。 。/25

長 どこの民族からも文句は言われず、どの民族も平等になるところ １０

コミュニケーションが通じ合える、共通に理解できる ９

所 他民族とのトラブルを解決しやすくなる 等 ４

短 インドネシア語しか話せなくて、各民族の言葉や歴史が失われる １５

インドネシア語を勉強して覚えなくてはならない ２

所 それぞれの持つ言語がなくなってしまって、その民族らしさがなくなる 等 ４

( )「Ⅲ まとめ ②今日の授業の感想を書いてください 」 （数値はケース数 名）3 . /25。

インドネシアについて様々な事を知ることができた。 ５

インドネシアの今まで知らなかったところが見られた気がした。もっと他の １

国についてもこのような授業を受けたい。

言葉に関する感想 ９

・たくさんの民族が集まる国は、その分言語が多いから言語の問題がでて

きて大変だと思った。

・公用語の大切さを再認識することができた。 他

考える事に関する感想 ８

・このような形式の授業も新鮮だしおもしろいと思う。自分で考えるから

頭に入りやすいかもしれない。

・一人一人が考えていてとても良かったと思う。
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・考察

ワークシートの集計等から、インドネシア語の重要性については、多くの生徒がそれぞ

れの民族が互いが理解し合い一つの国として成立していく上で必要であるとの認識を持て

たようであり、本時の目標である多民族国家における公用語の意義についての理解は達成

できたと考える。しかし 「インドネシア語を使用することがどの民族にとっても平等に、

なる 」という点に着目した生徒が 名にとどまり、授業者としては、もう少し多くの生。 10

徒に気づかせるよう発問等の指導の工夫を行う必要があった。

各民族の言語に関しては、多くの生徒が文化の継承の大切さを述べている。しかし、文

化の継承方法まで踏み込んだ考察がなかったのが残念であり、この点においても指導の工

夫が必要であった 。。

しかし、本検証授業の目的であった生徒が自ら考える授業については、生徒からも肯定

的な感想が多く、本授業の取り組みの目的がある程度達成できたと言える。

【効果ある発問と今後の課題】

（ア）学習指導案とは異なり、実際の授業では、導入で前時の内容の復習を発問により行っ

た。 型の簡単な発問ではあったが、生徒はいつ指名されるか分からず、学習に向what

けての適度な緊張とウォーミングアップをもたらすことができた。

導入においては、教師が本時の学習の目標を伝えるとともに、こうした 型の簡what

単な発問により生徒の関心を高め、学習への動機付けを促すことが大切である。

（イ）次の展開では、インドネシアに もの民族が住んでいる理由を考えさせる発問を行300

った。唐突に「なぜ」という発問をしても、生徒はなかなか回答できないことが多いの

で、教師はすぐにあきらめて正解を教えずに、臨機応変に地理上の特徴や歴史的背景な

、 。どについての補助的な発問を行いながら 生徒の考察を促す努力をしなければならない

（ウ 「独立時になぜ公用語を決める必要があったのか」という発問では、日本のように主）

要民族が人口の大部分を占めていて公用語が自然に決まる国もあるが、インドネシアの

ような多民族国家では困難を乗り越えて、あえて公用語を定める必要があることに気付

かせることを目的とした。また 「なぜ、人口の約５割を占める主要民族の言語である、

ジャワ語が公用語にならなかったのか」という発問を配置し、もし自分がジャワ民族だ

った場合、あるいは少数民族だった場合、生活にどのような影響を受けるかを考えさせ

た。こうした 型の発問を行い、生徒に当事者として想像力を働かせて考えさせるwhy

ためには、あらかじめ「公用語がなかったら学校の授業はどうなるだろうか 「公用」、

語に慣れていない少数民族は就職が有利か不利か」などのような生徒がイメージを持ち

やすい補助的な発問も用意しておく必要がある。いずれにしても、教師は生徒自身に課

題や解決策などを発見、考えさせるさせるために必要なヒントや助言等の役割を果たす

補助的な発問をを生徒の思考のプロセスに合わせて用意しておく必要がある。

（エ）授業の感想の欄には 「自分で考える授業も楽しかった」などの肯定的な意見が多か、

った。今後の授業では、生徒が自分の体験や既習事項から知識を総動員して、自力解決

できる場面を必ず設定し、分かる喜びや発見する楽しさを味わえるように努力したい。
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� 成果と課題

今回の研究では、教師が日々の授業の中で行う最も基本的な指導方法である「発問」に着目

し、地理歴史・公民科の目標を達成し、生徒が「自ら考える力」を培うための指導方法の工夫

についての研究を進めた。研究の成果と課題は以下の通りである。

１ 研究の成果

( ) 先行研究の分析と各研究員のこれまでの実践をもとに、発問をその形態と機能の両面1

から類型化した。その結果、知識や理解を確認する場面などで用いられる( 型)、資what

料提示などの後に生徒の感想などを引き出す場面などで用いられる( 型)などwhat kind

７つに類型化することができた。

( ) 世界史・日本史・地理の３科目において、学習指導案作成と併せて生徒の予想される2

回答を含む具体的で明確な意図をもった発問計画を作成した。また、学習指導案に発問

計画と併せて、生徒の予想される回答を記入する欄や事後に実際の発問や実際の回答を

、 。記入する欄を設け 検証授業の際に記入することにより発問と回答の検証を容易にした

( ) ワークシートに「分かったこと、気付いたこと」を記述させ、教師の発問と生徒の回3

答を通して生徒が学習したことを具体的に評価した。

( ) 発問計画の作成に当たっては、各発問の授業における位置付けやねらいを明確にする4

、 。とともに 場面に応じて上記( )により類型化した７種類の発問を効果的に組み合わせた1

その結果、授業の流れの中での発問の有効性を明らかにすることができた。また、発問

計画と実際の発問や生徒の回答との違いを分析することにより、発問計画作成時及び

発問時の留意点を明らかにすることができた。

２ 課題

( ) 本時の目標に即して、生徒の学習状況等を十分把握した上で、主たる発問の他に補助1

的な発問も設けるなど、より意図的・計画的な発問計画を立案する必要がある。

( ) よりよい授業を行うためには、ともすれば一問一答式になりがちな知識や理解を確認2

する場面等に用いる( 型)だけでなく、思考を深化させる回答が引き出せるような社what

会的事象等を多面的に考察させる場面等に用いる( 型)、課題解決に向けての解決策をif

考えさせる場面等に用いる( 型)など、多様な形態の発問を授業のなかで組み合わせるso

必要がある。

( ) 多様な形態の発問を組み合わせるためには、生徒が興味・関心をもつような資料等、3

生徒に提示する資料の工夫も行う必要がある。

( ) 個に応じた指導を充実させ発問の成果を高めるためには、あらかじめ生徒一人一人の4

学習状況を把握しておくとともに、一定の期間内に全員が指名されるように指名の順序

についても検討する必要がある。

( ) 生徒が発問の意図を明確に把握できるよう、より具体的でわかりやすい発問を行う必5

。 、要がある 特に提示した資料等をもとに生徒に考察させる場面における発問に際しては

生徒の理解状況に応じて補足説明を行うなどの工夫が必要である。

また、生徒が思考する時間を十分確保するため、間（ま）の取り方についても検討する

必要がある。
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３ 発問の工夫と改善

、 。 、学習のねらいを達成するためには 意図的・計画的な発問が不可欠である 今回の研究では

発問について様々な視点からとらえ直し授業を通して検証したが、実際には課題も多く、改め

て発問の重要性と難しさを認識した。今後、地理歴史・公民科の授業改善を一層進めるうえに

おいても指導内容に着目するだけでなく、発問をはじめとする指導方法にも着目していくこと

が重要である。今回の研究を通して、地理歴史・公民の各科目において意図的・計画的な発問

や指名をする際のポイントについて、次のように考えた。

(1) 発問について

①発問を通じて生徒の思考を深化させるためには、次の点に配慮する必要がある。

・複数の生徒に 型の発問をすることにより、諸事象を比較させる。what kind

・ 型の発問により多面性について考察させたり、発展性や関連性に気付かせたりif

する。

・ 型や 型の発問により諸事象の因果関係に気付かせる。why so

②発問の際には、次のような配慮も必要である。

・発問の際に教師の言葉を過信せず、生徒が発問内容について十分イメージしや

すい具体物や映像資料などを併用し、必要に応じて資料等の説明を行う。

・ 型の発問を連続するような一問一答を行わず、むしろ多様な回答が期待でwhat

きる発問を工夫する。

・すぐに正解を提示せず、複数の異なる回答について比較・検討させる。

・授業のねらいに関連しない無駄な発問をして生徒の思考を混乱させない。

・反応の早い生徒に安易に頼らない。

・回答できない生徒には、見方や考え方などについてアドバイスをする。

・生徒の回答を価値付ける。

(2) 指名について

①単に生徒の発言を求めるのではなく、指導目標や学習内容に関連して個々の生徒

の反応を確かめ、その後の授業の展開に役立てる。

②全体に発問し、全員に考えさせてから指名する。

③指名したら、必ず間（ま）をとり、生徒が思考する時間を与える 「時間を～分。

あげるから、考えてみなさい」というように、考える時間を明示する方法も有効

である。

④指名には次のような効果が期待できる。

・個々の生徒の理解度を確認し、評価に役立てる。

・意図的に生徒を指名し、学習の動機付けを行う。

・様々な生徒の見方や考え方を引き出すことにより、多様な見方や考え方につい

て紹介する。



平成１６年度 教育研究員名簿（ 地理歴史・公民 ）

地区 学 校 名 氏 名

第 ６ 都立 南 葛 飾 高等学校 田 中 秀 樹

１

分 ７ 都立 成 瀬 高等学校 角 田 展 子

科

会 １０ 都立 南 野 高等学校 門 松 加代子

第 １ 都立 小 山 台 高等学校 真 柴 晶 彦

２

分 ２ 都立 市ヶ谷商業 高等学校 ○ 瀬 木 信 子

科

会 ９ 都立 小金井北 高等学校 江 藤 徹

第 ４ 都立 北豊島工業 高等学校 平 栗 幹 子

３

分 ７ 都立 日 野 台 高等学校 ◎ 山 本 勇

科

会 １０ 都立 府 中 西 高等学校 田 中 伸 明

◎世話人 ○副世話人

担当 東京都教職員研修センター統括指導主事 宮本 久也

統括指導主事 浦部 利明

平成１６年度教育研究員研究報告書

東京都教育委員会印刷物登録
平成１６年度 第２１号

（東京都教育委員会主要刊行物）
平成１７年１月２４日

編集・発行 東京都教職員研修センター
所在地 東京都目黒区目黒１－１－１４
電話番号 ０３－５４３４－１９７４

印刷会社名 鮮明堂印刷株式会社


	表紙
	目次
	Ⅰ主題設定の理由
	Ⅱ内容
	世界史B「異なる立場からとらえる十字軍」
	日本史B「ポーツマス講和条約と日比谷焼討ち事件」
	地理B「多民族国家の統合とインドネシア語という公用語」

	Ⅲ成果と課題



